
木曽呂小学校　　校章

考案者　　日下友之
デザイン　濱口泰巳

由来
　北の空にひときわ明るく輝き、古来より旅人たちの道しるべとなって不動の位置を示す暖
かい北極星をイメージして校章の中心にすえた。又、代表的な地場産業の一つである山椒
の葉を正五角形の中に図案化し、星に見立て中央に配している。三本の外環は川口市を
意味し天の川になぞらえ、左右の山椒の実を北斗七星・カシオペア座に見立てた。
　これから、将来に向かって力強く伸びようとする児童をいつまでも暖かく見守る道しるべと
なり、未来永劫にわたって燦然と輝く星を学校に見立て校章の全体像とした。


